
第1学年

（　表　面　） 第２学年

オホーツク 全日制課程 学科 第３学年

学年 学年

類型 類型

2 2 4

2 2 3

4 2

4 4

4 2

4 4

○ 発 展 論 理 探 究 2 ○ 発 展 評 論 2

○ 小 論 文 研 究 2 ○ 小 論 文 研 究 2

○ 教 養 国 語 3 ○ 基 礎 国 語 3

○ 探 究 現 代 文 2 ○ 探 究 現 代 文 2

○ 探 究 古 典 2 ○ 探 究 古 典 2

○ 応 用 現 代 文 2 ○ 応 用 現 代 文 2

○ 応 用 古 典 2 ○ 応 用 古 典 2

2 2 2

3 4

2 2 2

3 4

3 2

4

○ 応 用 日 本 史 2 ○ 応 用 日 本 史 2

○ 応 用 世 界 史 2 ○ 応 用 世 界 史 2

○ 応 用 地 理 2 ○ 応 用 地 理 2

2 2

2 2

2 2

○ 応 用 公 共 2 ○ 応 用 現 代 社 会 2

○ 応 用 政 治 ・ 経 済 2 ○ 応 用 政 治 ・ 経 済 2

3 3 3

4 4

3 5

2 2 2

2 2

2

○ 探 究 数 学 2 ○ 探 究 数 学 2

○ 基 礎 数 学 2 ○ 基 礎 数 学 2

○ 実 用 数 学 2 ○ 実 用 数 学 2

○ 応 用 数 学 Ａ 2～３ ○ 応 用 数 学 Ⅰ 2～3

○ 応 用 数 学 Ｂ 2～３ ○ 応 用 数 学 Ⅱ 2～3

2 2

2 2 2

4 4

2 2

4 4

2 2 2

4 4

2 2

4 4

1

○ 応 用 物 理 基 礎 2 ○ 応 用 物 理 基 礎 2

○ 応 用 化 学 基 礎 2 ○ 応 用 化 学 基 礎 2

○ 応 用 生 物 基 礎 2 ○ 応 用 生 物 基 礎 2

○ 応 用 地 学 基 礎 2 ○ 応 用 地 学 基 礎 2

○ 応 用 物 理 2 ○ 応 用 物 理 2

○ 応 用 化 学 2 ○ 応 用 化 学 2

○ 応 用 生 物 2 ○ 応 用 生 物 2

7～8 3 7～8

2 1 2

教
科

１　　　年 ２　　　年 ３　　　年

科目・標準単位数 科目・標準単位数

令和４年度　学年別教育課程表

学
級
数

Ｂ　　表

教育局 北海道北見柏陽 高等学校 普通科

2 2

国 語 表 現 古 典 Ａ国
　
　
　
　
語

現 代 の 国 語 国 語 総 合

言 語 文 化 国 語 表 現

論 理 国 語 現 代 文 Ａ

文 学 国 語 現 代 文 Ｂ

古 典 探 究

0～3

0～2

0～2

古 典 Ｂ 2 2

0～2

0～2

0～2

0～2

世 界 史 探 究 地 理 Ａ 0～2

世 界 史 Ｂ 0～4

歴 史 総 合 日 本 史 Ａ 0～2

地 理 総 合 世 界 史 Ａ

地 理 探 究

日 本 史 探 究 日 本 史 Ｂ 0～4

公
　
民

公 共 現 代 社 会

倫 理

地 理 Ｂ 0～4

0～2

倫 理 0～2

政 治 ・ 経 済 政 治 ・ 経 済 0～2 0～3

0～2

0～2

地
理
歴
史

0～2

0～2

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ 数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ 数 学 Ａ

数 学 Ｂ 数 学 Ｂ 0～2 0～2

数 学 Ⅱ 4

数 学 Ⅲ 数 学 Ⅲ 0～5

0～2

0～2

0～3

数 学 Ｃ

0～2

0～3

理
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活 科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎 物 理 基 礎

化 学 化 学 0～5

生 物 基 礎 生 物 基 礎

物 理 物 理 0～4

化 学 基 礎 化 学 基 礎 0～2 0～3

地 学 地 学 0～5

理 科 課 題 研 究

生 物 生 物 0～4

地 学 基 礎 地 学 基 礎 0～2 0～3

0～2

0～2

0～2

0～2

0～2

0～2

0～2
保

健

体

育

体 育 体 育 2 2

保 健 保 健 1



（　裏　　面　）

全日制課程 学科

学年 学年

類型 類型

2 2 2

2 2

2 2

2 2 2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2 2

2 2

2 2

○ 美 術 基 礎 2 ○ 美 術 基 礎 2

○ 鍵 盤 楽 器 奏 法 2 ○ 鍵 盤 楽 器 奏 法 2

3 3 2

4 3

4 4

2 2 4

2 2

2 4

2

○ 探 究 英 語 2 ○ 探 究 英 語 2

○ ス キ ル ア ッ プ イ ン グ リ ッ シ ュ 2～3 ○ 応 用 英 語 2～3

○ 教 養 英 語 2 ○ 英 語 講 読 2

○ 英 語 研 究 2 ○ 英 語 研 究 2

○ プ ラ ク テ ィ カ ル イ ン グ リ ッ シ ュ 2 ○ 応 用 リ ス ニ ン グ 2

2 2 2

4 4

4

2 2 2

2 2

1

2～5

2～6 2～6

2～6 2～6

家 庭 2～8 2～8

30 30

0 0

0 0

●２年次選択科目群〜Ａ群（４単位）、B群（２単位）、Ｃ群（２単位）、F群（２単位）〜合計１０単位

●３年次選択科目群〜Ｄ群（１０単位）、Ｅ群（８単位）、F群（２単位）〜合計２０単位

●理科において基礎を付していない科目を履修するためには、基礎を付した科目を履修しなければならない。

●履修条件等（指導要領記載以外）

　・Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを付した科目は先の順に履修すること。（ただし応用数学Ⅱは除く。）

　・2年次選択科目群Aにおいて政治・経済を履修した場合は3年次選択科目群Dにおいて政治・経済を履修することはできない。

　・２年次で日本史Ａ、地理Ａ、日本史Ｂ、地理Ｂのいずれかを履修すること。（地理歴史の必履修科目を履修すること。）

　・３年次選択科目群ＥＦにおける応用日本史、応用世界史、応用地理は、それぞれ日本史Ｂ、世界史Ｂ、地理Ｂを履修していること。

　・３年次選択科目群ＥＦにおける応用倫理、応用政治・経済は、それぞれ倫理、政治・経済との同時履修可とする。

　・３年次選択科目群Ｄにおける化学基礎及び地学基礎は、２年次に履修していない場合に限り履修可とする。

　・３年次選択科目群Ｅにおける応用化学基礎、応用地学基礎は、それぞれ化学基礎、地学基礎を履修していること。

　・３年次選択科目群Ｅにおける応用物理、応用生物は、それぞれ物理、生物を履修していること。応用化学は化学との同時履修可とする。

　・２年次で化学基礎、地学基礎のいずれかを履修すること。（理科の必履修科目を履修すること。）

　・３年次選択科目群Ｅにおける美術基礎、鍵盤楽器奏法は、それまでに履修した芸術科目の有無によらず履修可とする。

●学校設定科目の申請は令和３年度期日までに行う。

注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番縦型とする。

教
科

１　　　年 ２　　　年 ３　　　年

科目・標準単位数 科目・標準単位数

Ｂ　　表

北海道北見柏陽 高等学校  普通科

音 楽 Ⅲ 0～3

美 術 Ⅰ 美 術 Ⅰ 0～2

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ 音 楽 Ⅰ 0～2

音 楽 Ⅱ 音 楽 Ⅱ 0～2 0～2

音 楽 Ⅲ

工 芸 Ⅰ 工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ 工 芸 Ⅱ

美 術 Ⅱ 美 術 Ⅱ 0～2 0～2

美 術 Ⅲ 美 術 Ⅲ 0～3

書 道 Ⅱ 書 道 Ⅱ 0～2 0～2

書 道 Ⅲ 書 道 Ⅲ

工 芸 Ⅲ 工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ 書 道 Ⅰ

0～2

0～2

外
 

国
 

語

英語コミュニケーションⅠ コミュニケーション英語基礎

英語コミュニケーションⅡ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ コミュニケーション英語Ⅲ 3

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 英 語 表 現 Ⅰ

コミュニケーション英語Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ コミュニケーション英語Ⅱ 4

0～2

0～3

0～2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 英 語 表 現 Ⅱ 3

英 語 会 話

家
 

庭

家 庭 基 礎 家 庭 基 礎

家 庭 総 合 家 庭 総 合

生 活 デ ザ イ ン

0～2

0～2

商
業

マ ー ケ テ ィ ン グ マ ー ケ テ ィ ン グ 0～4

情 報 処 理 情 報 処 理 0～4

情
報

情 報 Ⅰ 社 会 と 情 報

情 報 Ⅱ 情 報 の 科 学

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 主として専門学科において開設される各教科・科目の計 ０～6

学校設定教科に関する科目の計 学校設定教科に関する科目の計 0

フ ー ド デ ザ イ ン フ ー ド デ ザ イ ン 0～2

各学科に共通する各教科・科目の計 各学科に共通する各教科・科目の計 24～３０

1
総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

合　　　　　　　　　計 31

総合的な 探 究の 時間
3～6 1

総 合 的 な 探 究 の 時 間
3～6 1

1

備　　　　　　　　　　　　　　考

1

31

特別
活動 ホームルーム活動 1 特別

活動
ホームルーム活動

合　　　　　　　　　計 31

（ ） （ ） 


